
                           令和７年１２月号 

                           乳幼児教育相談室 

 

  

今年も早いもので残り１か月足らずとなりました。様々な感染症の流行が心配されていますが、楽しい

イベントも多い時期です。たんぽぽでは、１１日（木）にお楽しみ会があります。親子ともに楽しめるよ

う、クリスマスのお話や歌だけではなく、本校の高等部生の発表もあります。電話での参加申し込みも受

け付けていますので、気軽に申し込んでください。お待ちしております。 

みなさん、楽しい年末年始になるよう、体調管理に気をつけて、元気にお過ごしください。 

 

 

～お知らせ～ 

★令和８年 1 月１５日（木）に『幼稚部体験学習』を実施します。今回は、来年度幼稚部への入学を希望

している方が対象になります。内容等詳しいことを知りたい方は、お声掛けください。 

★１２月２６日（金）～１月７日（水）まで冬休みになります。ご連絡の際は、1 月８日（木）以降にお

願いいたします。令和８年の相談は、１月８日（木）から実施予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

☆成人ろう者との座談会☆※座談会は保護者のみの参加。 

１２月１２日（金）１２：００～１２：４５場所：幼稚部遊戯室 

 １１月号でもお知らせしましたが、１２日に栃木県聴覚障害者協会から２名の成人ろう者と幼

稚部保護者との座談会を予定しています。乳幼児教育相談室に来室されている保護者のみなさん

も参加可能です。これまでの生い立ちや職場での様子について等、お話を聞くことのできる大変

良い機会となりますので、都合が合う方は是非参加してみてください。参加を希望される方は、

前日までにたんぽぽ担当者にお声掛けください。電話でもOKです♪ 

 

 

★１２月のグループ相談★ 

2歳児グループ：４日（木）・１８日（木） 

０・1歳児グループ：３日（水） 

１歳児グループ：２４日（水） 

＊下記合同グループ相談も実施。 

① お楽しみ会：１２月１１日（木） 

出欠を取らせていただいています。 

詳細は別紙お知らせをご覧ください。 

② 手話勉強会： 

１２月２５日（木） 

どなたでも参加できます。 

＊いずれも１０：００～１１：３０ 

★令和８年１月のグループ相談★ 

2歳児グループ ：８日（木）・２２日（木） 

         ２９日（木） 

０・１歳児グループ：１４日（水） 

１歳児グループ：２１日（水） 

※いずれも１０：００～１１：３０ 

◎幼稚部体験学習：１５日（木） 

 参加申し込みが必要です。 

 

２名とも 

本校卒業生です。

☆ 



【今月の手話】 

 今回は、  

①手遊び「こぶたぬきつねこ」、 

            「とんとんとんとんクリスマス」 

           ➁冬に関する単語の、動画になります。 

お家でもお子さんと一緒に観てみてくださいね♪ 

            

                          

                          

                               

  ～きこえない・きこえにくい子にも「分かる」ように～ 

年末年始になると、親戚で集まるご家庭も多いと思います。成人のろう難聴者に話を聞くと、

子どもの頃、親戚で集まるのが嫌だった。みんなで何を話しているのか分からないからつまら

ない等、ろう難聴者にとって親戚で集まるのが好きではないと言う人も多くいます。何故でし

ょうか。「分からない」ことが多いからです。多くの聴者の中に、ろう難聴の子が一人だけ、ま

たは二人いても、聴者の会話に十分参加できずに、疎外感を感じてしまいます。（「ディナーテ

ーブル症候群」といいます。インターネット等で調べてみてください。） 

「うちの子は、まだ小さいから・・」と思わずに、きこえない・きこえにくい我が子が不安

や寂しい思いをすることのないよう、手話や身振り等を使って親戚のみんなが話している内容

や、状況等を伝えてあげると良いですね。「今から、みんなでごはんを作るんだって。」「あのお

じさんは、山登りが好きだから山登りについて話しているよ。一緒に登りたいね。」「お年玉ど

うぞ、って言っているよ。」というように伝えてあげると、お子さんは安心します。 

他の人達の会話内容が分かると、きこえない・きこえにくい子ども 

は様々なことに関心をもつようになります。「分からない」が積み重な 

ると、知ることを諦めるようになり意欲も低下してしまいます。様々 

なことに興味・関心をもつことができるように、「分かる」経験を積み 

重ねていって欲しいと思います。 


